
 

 

 

 振り返って見れば、 カルシュは日本とは数奇な運命に結ばれていた。この地

で彼は教育者として、数多くの優れた教え子に恵まれた。出雲を去った後も彼

の日本との縁は途絶えることなく、戦後 20 年後に、旧制松江高校の教え子たち

に訪日の招待を受け、再び懐かしい日本の土を踏んだ。季節感に溢れる自然美

と神々の姿を愛したカルシュは、終生、肌で感じた日本の風土と人間性を忘れ

ることはなかった。それは、松江や軽井沢だけでなく、後の住処の横浜、世田

谷でも同様で、マールブルクやカッセルでもその想いは、苦難にあった戦後で

も終生変わることはなかった。そして、世を去っても遺族と教え子との間では

ずっと交流が続いた。長きにわたって、歴史の狭間に埋もれていた彼の姿が、

偶然にも著者の手で見出され、そしてこうして記録に留められることになった。 
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